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次 に 本 発 明 に 関 し て 実 施 例 の 図 面 に よ り 詳 細 に 説 明 す る 。
図 １ ～ 図 ４ は 本 発 明 に な る 曲 げ 加 工 品 の 加 工 さ れ る 状 況 を 示 す 実 施 例 を 示 す 図 で あ つ て 、
坪 量 １ ５ ０ ｇ ／ の ク ラ フ ト 紙 に フ ェ ノ ー ル 樹 脂 が ８ ０ ｗ ｔ ％ 含 浸 さ れ た コ ア ー 紙 ６ 枚
と 坪 量 １ ２ ０ ｇ ／ の 酸 化 チ タ ン 紙 に メ ラ ミ ン 樹 脂 が ６ ０ ｗ ｔ ％ 含 浸 さ れ た 表 面 層 用 シ
ー ト が 表 裏 に 積 層 さ れ て 熱 圧 成 形 さ れ 表 面 層 （ ２ ） と コ ア ー 層 （ １ ） と が 一 体 と さ れ た
厚 物 化 粧 板 （ ３ ） の 適 所 に お い て 表 面 層 （ ２ ） を 残 し て 凹 部 （ １ ａ ） が 切 削 加 工 さ れ る 。
ま た 、 該 コ ア － 層 （ １ ） に は 表 面 層 （ ２ ） と 平 行 に 切 削 溝 （ １ ｂ ） が 設 け ら れ る 。
次 い で 該 表 面 層 （ ２ ） の 上 部 よ り ヒ ー タ ー （ ４ ） に よ り 該 表 面 層 （ ２ ） を 加 熱 し た の ち 、
先 端 が 円 弧 状 と な っ て い る 治 具 （ ５ ） を 該 凹 部 （ １ ａ ） 内 に 押 し 進 め て 該 治 具 （ ５ ） に 密
着 す る ま で 該 表 面 層 （ ２ ） を 曲 げ 加 工 し 、 該 治 具 （ ５ ） を 抜 き 取 り 、 該 厚 物 化 粧 板 （ ３ ）
が 曲 げ ら れ た の ち 、 該 切 削 溝 （ １ ｂ ） に 突 起 （ ７ ａ ） が 差 し 込 ま れ た 状 態 で 端 部 （ １ ｃ ）
間 に 接 続 具 （ ７ ） が は め 込 ま れ 、 該 接 続 具 （ ７ ） と 表 面 層 （ ２ ） に よ り 形 成 さ れ た 空 間 に
硬 化 性 樹 脂 液 （ ６ ） を 注 入 し 、 硬 化 さ せ て 厚 物 化 粧 板 （ ３ ） が Ｌ 状 に 外 曲 げ 加 工 さ れ た 状
態 に 仕 上 げ ら れ る 。
こ の よ う に 仕 上 げ ら れ た 曲 げ 加 工 品 は 接 続 具 と 硬 化 樹 脂 に よ り 強 固 に 接 合 一 体 化 さ れ る た
め 、 従 来 使 用 さ れ て い た 裏 打 ち 材 な ど は 不 要 と な り 、 デ ザ イ ン 的 に 優 れ た も の と な る 。
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